
ひろしま型スマート農業普及支援事業の概要

農業技術課スマート農業推進担当

農林水産局農業技術課 スマート農業推進担当
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ひろしま型スマート農業普及支援事業（R8～）  

スマート農業機器等の導入強化

＜取組の概要＞
○R7年度までに構築した経営モデルを含めたスマート技術の普及をより一層加速させるため、
 兼業農家も含めた産地全体を対象として取り組む。
○これまでの経営モデルを踏まえ、産地の実情に応じて機械・システムの導入や農業支援サービスの仕組み
を取り入れた産地単位の導入計画を策定し、産地全体の生産性向上に向けた取組を支援（実証補
助）する。

○技術実証地区数：10地区/年
○事業費：上限4,000千円/地区
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これまで

・めざす姿：スマート農業技術等の改良と体系化による「品目ごとの生産性向上経営モデルの作成」

・取組内容：県に適合する技術の改良を核とした、経営体の生産性を向上する実証試験

＜取組例（軟弱野菜）＞

環境制御装置・モニタリング機器
（自動かん水・遮光・換気）

営農支援アプリ
（作付計画・労務管理）

播種 栽培・経営管理 収穫・調製 販売

営農支援アプリ
（収穫日予測） 品目ごとに実証

（県域モデル）

・実証主体：コンソーシアム（企業等、農業者、市町、県（研究含む）、ＪＡ等）

支
援

これから

・めざす姿：スマート農業技術等を導入した、「産地ごとの生産性を向上する経営の実装」

・実証主体：農業者等
・支援グループ：市町、県（研究含む）、ＪＡ、企業等

環境制御装置・モニタリング機器
（自動かん水・遮光・換気システム）

営農支援アプリ
（作付計画・労務管理）

営農支援アプリ
（収穫日予測）

収穫機
環境制御装置・モニタリング機器

（自動かん水・遮光・換気・細霧冷房）
精度向上、品目追加

【入替】 【追加】 【軽微な改良】

規模、経験年数が異なる
複数経営体で実証
（産地の経営モデル）

＋農業データの活用により、
産地全体の生産性を向上

ブ
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ッ
シ
ュ
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ッ
プ

（
イ
メ
ー
ジ
）

播種 栽培・経営管理 収穫・調製 販売

営農支援アプリ

ロールモデル 新規就農者など

支
援

＜取組例（軟弱野菜）＞

営農支援アプリ
（作付計画・労務管理）

事業概要① スマート農業機器等の導入強化

【取組のイメージ】
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目的
スマート農業技術の普及に取り組む産地等に対して、
機械・システムの導入や農業支援サービス事業体の育成を支援する。

事業実施主体

農業者（生産部会又は複数経営体）
【支援グループ（下線は必須とする機関）】
市町、農業協同組合、県農業技術指導所、県農林水産事務所（畜産事務所）、県研究機関、
大学、企業 等

実証期間 原則、当該年度の２月末まで

主な要件

・実証後、産地等での導入計画を作成すること。
・産地等における労働生産性（生産量又は販売額又は栽培面積／労働時間）を
10％向上させる目標であること。
・産地等における普及性（普及見込面積、生産額増加見込額、導入見込経営体数）
が一定程度確保できる取組であること。
・産地等において、技術導入と併せて農業データの活用に取り組むこと。

補助対象経費
・産地への導入に向けた実証に必要な機械・機器及びアプリの利用（定額、ただし機械・
機器の購入については1/2）
・農業支援サービス事業体の育成（定額）

補助上限 4,000千円/地区

採択方法 ポイント制とし、ポイントの高い計画から順に採択する。

事業概要② スマート農業機器等の導入強化

【事業目的や要件など】
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【活用イメージ（例）】

【事業実施主体のイメージ】

※赤色は担い手、白色はその他の経営体

（露地タイプ）

地域の担い手が規模拡大するとともに、
ロールモデル経営体のデータを共有し、
模倣して労働生産性を向上

核となる担い手が規模拡大し、
担い手以外の作業を請け負うことで
地域全体の労働生産性を向上

（施設タイプ）

事業概要③ スマート農業機器等の導入強化
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２ 政策的要素（加点要素）

（１）地域計画への位置づけ

（２）生産方式革新実施計画への認定又は着手

（３）特定環境負荷低減事業活動実施計画（みどり認定）への認定又は着手

（４）農業版事業継続計画（BCP）の策定又は着手

【ポイント項目】

１ 実証内容

（１）革新性（必須）

 労働生産性（生産量又は販売額又は栽培面積／労働時間）の向上率

（２）普及性（いずれか１つを選択）

 普及見込面積割合の増加幅 又は 販売額増加見込額の増加率

審査 スマート農業機器等の導入強化
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代表 副代表 監事 会計
（通帳管理）

運営 実証 具体的な内容

生産部会 ● ● ● ● （●） （●）
・実証実施に関すること（機械操作、フィールド提供、作
業記録等）
・導入計画作成

農業者
グループ

● ● ● ● （●） （●）
・実証実施に関すること（機械操作、フィールド提供、作
業記録等）
・導入計画作成

農林★
・事業実施計画等申請支援、実績報告書等作成支援
・導入計画作成支援、他会議等調整 など

指導所★
・事業実施計画書等作成、実証結果取りまとめ支援
・実証実施、導入計画作成支援 など

研究 実証に関する助言 など

市町 導入計画作成協力 など

ＪＡ
実証実施協力（事業実施計画・実績含む）、導入計画作成協力 など
※生産部会が構成員となる場合は事務局を分担

企業等 実証協力、軽微な機械の改良 など

＜事業実施主体＞

＜支援グループ＞ ※★は必須メンバー

＜実証グループ＞

実施体制 スマート農業機器等の導入強化

【実施体制】

7



会議等調整などグループ
運営支援（農林）

実証実施支援（指導所）

農
業
技
術
課

市

 

町

事
業
実
施
主
体
（
生
産
部
会
等
）

要
望
調
査
～
交
付
決
定 提出

採択

実
証

要望調査

提出

周知

提出
審査

計画承認
交付決定

提出

支払（農業技術課から直接交付）

提出

実
績
報
告

実
証
後

農
林
水
産
事
務
所
（
事
業
活
用
支
援
）

農
業
技
術
指
導
所
（
ス
マ
農
活
用
支
援
）

補助金申請

要望調査提出支援（農林）
事業実施計画書作成支援（指導所）

補助金実績報告支援（農林）

事業実施計画書に対する実績報
告支援（指導所）

導入計画作成支援（農林、指導
所）

補助金申請支援（農林）

導入状況報告書

導入状況報告支援（農林、指導所）
※事業実施後３年間

事業実績報告書
導入計画
請求書 等

実証グループ形成支援（農林）

事業実施
計画書

周知

※推進状況については、
     随時、市町、農林、指導所へ共有する。

農業者グループ形成支援（農林）
※新たに形成する場合

ひろしま型スマート農業普及支援事業の流れ
スマート農業機器等の導入強化

【事業の流れ】
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